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同
条
第
四
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
第
五
条
の
六
第
九
項
」
を
「
第
五
条
の
六
第
十
項
」
に
、「
第

十
条
の
五
第
四
項
第
十
号
」
を
「
第
十
条
の
五
第
四
項
第
十
一
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第

二
項
中
「
第
五
条
の
六
第
八
項
」
を
「
第
五
条
の
六
第
九
項
」
に
、「
第
十
条
の
五
第
四
項
第
五
号
」
を
「
第
十
条
の

五
第
四
項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

施
行
令
第
五
条
の
六
第
八
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
法
第
十
条
の
五
第
一
項
の
規
定
の
適

用
を
受
け
よ
う
と
す
る
個
人
の
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局
又
は
公
共
職
業
安
定
所
の
長
が

当
該
個
人
に
対
し
て
交
付
す
る
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
附
則
第
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
雇
用
促
進
計
画
の
達
成

状
況
を
確
認
し
た
旨
を
記
載
し
た
書
類
（
当
該
個
人
の
雇
用
促
進
計
画
の
達
成
状
況
の
う
ち
施
行
令
第
五
条
の
六

第
八
項
第
一
号
に
規
定
す
る
特
定
地
域
事
業
所
に
係
る
も
の
が
確
認
で
き
る
も
の
に
限
る
。）の
写
し
と
す
る
。

第
五
条
の
十
一
中
「
第
五
条
の
六
の
三
第
九
項
」
を
「
第
五
条
の
六
の
三
第
十
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中

「
第
五
条
の
六
の
三
第
三
項
」
を
「
第
五
条
の
六
の
三
第
六
項
」
に
改
め
る
。

第
五
条
の
十
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
五
条
の
十
二

削
除

第
五
条
の
十
四
を
削
り
、
第
五
条
の
十
五
を
第
五
条
の
十
四
と
し
、
第
五
条
の
十
六
を
第
五
条
の
十
五
と
し
、
第

五
条
の
十
七
を
第
五
条
の
十
六
と
す
る
。

第
七
条
第
一
号
中
「
、
住
所
」
を
「
及
び
住
所
」
に
改
め
、「
及
び
個
人
番
号
」
を
削
る
。

第
九
条
の
三
第
一
項
中
「
第
二
十
五
条
の
二
第
三
号
」
の
下
に
「
及
び
第
四
号
」
を
加
え
る
。

第
十
一
条
第
一
項
第
八
号
イ
中
「
市
町
村
長
（
」
の
下
に
「
特
別
区
の
区
長
を
含
む
も
の
と
し
、」を
加
え
、「（
以

下
こ
の
号
に
お
い
て
「
指
定
都
市
」
と
い
う
。）の
長
を
除
く
。）又
は
特
別
区
若
し
く
は
指
定
都
市
の
区
の
区
長
」
を

「
に
あ
つ
て
は
、
区
長
又
は
総
合
区
長
と
す
る
。）」に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
に
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
も
の
」

を
削
る
。

第
十
一
条
の
三
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
に
見
出
し
と
し
て「（
特
定
の
取
締
役
等
が
受
け
る
新
株
予
約
権
等

の
行
使
に
よ
る
株
式
の
取
得
に
係
る
経
済
的
利
益
の
非
課
税
等
）」を
付
し
、
同
条
第
二
項
第
六
号
中
「
又
は
法
第
二

十
九
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
外
国
新
株
予
約
権
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
特
定
外
国
新
株
予
約
権
」
と

い
う
。）」、「
又
は
当
該
特
定
外
国
新
株
予
約
権
に
係
る
同
項
に
規
定
す
る
付
与
決
議
等
の
あ
つ
た
同
項
に
規
定
す
る

特
定
外
国
株
式
会
社
及
び
当
該
特
定
外
国
株
式
会
社
に
係
る
同
項
に
規
定
す
る
認
定
事
業
会
社
」、「
又
は
当
該
特
定

外
国
新
株
予
約
権
」
及
び「（
特
定
外
国
新
株
予
約
権
に
あ
つ
て
は
、
当
該
行
使
に
際
し
払
い
込
む
べ
き
金
額
）」を
削

り
、
同
条
第
十
二
項
中
「
及
び
次
条
第
十
項
」
を
削
る
。

第
十
一
条
の
四
を
削
る
。

第
十
一
条
の
五
第
一
項
中
「
第
十
九
条
の
五
第
一
号
」
を
「
第
十
九
条
の
四
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「
第
十
九
条
の
五
第
二
号
」
を
「
第
十
九
条
の
四
第
二
号
」
に
、「
第
二
十
九
条
の
四
」
を
「
第
二
十
九
条
の
三
」
に

改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
十
九
条
の
五
第
二
号
に
規
定
す
る
財
務
省
令
」
を
「
第
十
九
条
の
四
第
二
号
に
規
定
す

る
財
務
省
令
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
二
十
九
条
の
四
」
を
「
第
二
十
九
条
の
三
」
に
、「
第
十
九
条
の
五
第

二
号
」
を
「
第
十
九
条
の
四
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
二
十
九
条
の
四
」
を
「
第
二
十
九
条
の
三
」

に
改
め
、
同
条
を
第
十
一
条
の
四
と
す
る
。

第
十
三
条
の
三
第
十
二
項
第
一
号
イ
中
「
又
は
名
称
、
住
所
又
は
」
を
「
及
び
住
所
又
は
名
称
、」に
改
め
、「
個
人

番
号
又
は
」
を
削
り
、
同
条
第
十
五
項
第
四
号
中
「
、
住
所
又
は
個
人
番
号
」
を
「
又
は
住
所
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
の
四
中「（
当
該
譲
渡
を
し
た
時
」
を
「
及
び
当
該
土
地
建
物
等
が
法
第
三
十
一
条
の
三
第
二
項
各
号
の

い
ず
れ
か
の
資
産
に
該
当
す
る
事
実
を
記
載
し
た
書
類
（
当
該
譲
渡
に
係
る
契
約
を
締
結
し
た
日
の
前
日
」
に
、「
当

該
登
記
事
項
証
明
書
」
を
「
こ
れ
ら
の
書
類
」
に
、「
譲
渡
を
し
た
者
が
当
該
土
地
建
物
等
を
居
住
の
用
に
供
し
て
い

た
」
を
「
土
地
建
物
等
が
当
該
各
号
の
い
ず
れ
か
の
資
産
に
該
当
す
る
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
第
四
項
第
一
号
中
「
、
住
所
及
び
個
人
番
号
（
個
人
番
号
を
有
し
な
い
者
に
あ
つ
て
は
、
氏
名
及
び
住

所
）」を
「
及
び
住
所
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
第
三
号
中
「
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
」
を
削
り
、
同
号
イ
中

「
十
万
キ
ロ
ワ
ツ
ト
」
を
「
十
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
」
に
改
め
、「
、
最
大
出
力
八
千
キ
ロ
ワ
ツ
ト
以
上
の
風
力
若
し
く
は

最
大
出
力
千
キ
ロ
ワ
ツ
ト
以
上
の
太
陽
光
に
よ
る
発
電
施
設
（
電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）

第
二
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
一
般
電
気
事
業
者
が
設
置
す
る
も
の
に
限
る
。）」を
削
り
、「
五
千
キ
ロ
ワ
ツ
ト
」

を
「
五
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
」
に
、「
、
送
電
施
設
又
は
」
を
「
又
は
送
電
施
設
若
し
く
は
」
に
改
め
、「
変
電
施
設
」
の
下

に「（
電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第
二
条
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
一
般
送
配
電
事
業
又

は
同
項
第
十
号
に
規
定
す
る
送
電
事
業
の
用
に
供
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
る
送
電
施
設
又
は
変
電
施
設
に
限
る
。）」

を
加
え
、
同
項
第
四
号
の
八
中
「
書
類
」
の
下
に「（
当
該
書
類
に
記
載
さ
れ
て
い
る
そ
の
証
明
の
日
が
平
成
三
十
一

年
三
月
三
十
一
日
以
前
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）」
を
加
え
、
同
項
第
五
号
の
六
イ
中
「
読
み
替
え
ら
れ
る
」
を
「
読

み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
の
い
ず
れ
か
」
を
「
に
掲
げ
る
場
合
の
い
ず
れ
か
（
同
法
第
七
十

一
条
第
一
項
の
申
出
を
し
た
者
が
同
法
第
七
十
条
の
二
第
一
項
の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
は
、
施
行
令

第
二
十
二
条
第
十
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
に
限
る
。）」
に
改
め
、
同
号
ハ
中「
第
百
四
条
第
一
項
」の
下
に「（
同

法
第
百
十
条
の
二
第
六
項
又
は
第
百
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）」
を
加
え
、

「
第
百
十
八
条
の
二
十
五
の
二
第
三
項
」
を
「
第
百
十
八
条
の
二
十
五
の
三
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
の
七

イ
中
「
読
み
替
え
ら
れ
る
」
を
「
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
の
い
ず
れ
か
」
を
「
に
掲
げ

る
場
合
の
い
ず
れ
か
」
に
、「
第
二
百
二
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
を
満
た
す
」
を
「
第
二
百
二
条
第
一

項
の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
に
、「
に
限
る
」
を
「
に
掲
げ
る
場
合
に
限
る
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
第
二
百

四
十
八
条
第
一
項
」
の
下
に「（
密
集
市
街
地
に
お
け
る
防
災
街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
四
十
三

条
又
は
第
四
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）」
を
加
え
る
。

第
十
五
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
十
七
条
第
二
項
」
を
「
第
十
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
の
二
第
一
項
第
九
号
ロ
中
「
第
十
五
項
ま
で
」
を
「
こ
の
項
、
第
十
三
項
及
び
第
十
五
項
」
に
改
め
、

同
条
第
二
十
一
項
第
二
号
中
「
か
ら
第
三
号
ま
で
又
は
第
五
号
」
を
「
又
は
第
二
号
」
に
、「
第
八
条
」
を「
第
七
条
」

に
改
め
る
。

第
十
八
条
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
居
住
用
財
産
の
譲
渡
所
得
の
特
別
控
除
）

第
十
八
条
の
二

法
第
三
十
五
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合

の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
と
す
る
。

一

法
第
三
十
五
条
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
か
の
場
合
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
同
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を

受
け
る
場
合

次
に
掲
げ
る
事
項

イ

法
第
三
十
五
条
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
か
の
場
合
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
同
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用

を
受
け
よ
う
と
す
る
旨

ロ

法
第
三
十
五
条
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
か
の
場
合
に
該
当
す
る
事
実

二

法
第
三
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合

次
に
掲
げ
る
事
項

イ

法
第
三
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
旨

ロ

法
第
三
十
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
対
象
譲
渡
（
次
項
第
二
号
に
お
い
て
「
対
象
譲
渡
」
と
い
う
。）に
該

当
す
る
事
実

ハ

法
第
三
十
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
相
続
又
は
遺
贈（
以
下
こ
の
号
及
び
次
項
第
二
号
イ

に
お
い
て「
相

続
等
」
と
い
う
。）に
係
る
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
被
相
続
人
の
氏
名
及
び
死
亡
の
時
に
お
け
る
住
所
並
び

に
死
亡
年
月
日

ニ

当
該
相
続
等
に
係
る
他
の
居
住
用
家
屋
取
得
相
続
人
（
法
第
三
十
五
条
第
五
項
に
規
定
す
る
居
住
用
家
屋

取
得
相
続
人
を
い
う
。
ホ
に
お
い
て
同
じ
。）が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
者
の
氏
名
及
び
住
所
並
び
に
そ
の
者

の
当
該
相
続
の
開
始
の
時
に
お
け
る
同
項
の
被
相
続
人
居
住
用
家
屋
又
は
被
相
続
人
居
住
用
家
屋
の
敷
地
等

の
持
分
の
割
合

ホ

当
該
相
続
等
に
係
る
適
用
前
譲
渡
（
法
第
三
十
五
条
第
五
項
に
規
定
す
る
適
用
前
譲
渡
を
い
う
。
ホ
、
次

項
第
二
号
イ

及
び
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。）が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
適
用
前
譲
渡
を
し
た
居
住
用
家
屋

取
得
相
続
人
の
氏
名
並
び
に
そ
の
者
が
行
つ
た
当
該
適
用
前
譲
渡
の
年
月
日
及
び
当
該
適
用
前
譲
渡
に
係
る

対
価
の
額

ヘ

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

２

法
第
三
十
五
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応

じ
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
と
す
る
。

一

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合

次
に
掲
げ
る
書
類

イ

法
第
三
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
資
産
の
譲
渡
に
よ
る
譲
渡
所
得
の
金
額
の
計
算
に
関
す
る
明
細
書

ロ

イ
の
譲
渡
に
係
る
契
約
を
締
結
し
た
日
の
前
日
に
お
い
て
当
該
譲
渡
を
し
た
者
の
住
民
票
に
記
載
さ
れ
て

い
た
住
所
と
当
該
譲
渡
を
し
た
イ
の
資
産
の
所
在
地
と
が
異
な
る
場
合
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
場
合
に
は
、

戸
籍
の
附
票
の
写
し
、
消
除
さ
れ
た
戸
籍
の
附
票
の
写
し
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
書
類
で
前
項
第
一
号
ロ

に
掲
げ
る
事
項
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
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